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知的障害児者・自開症児者のための
病気やケガの総合補償帝J度
当制度は知的障害児者 自開症児者の方が泡える様々な危険を総合的に
lm~偉 するために開発された画期的な制度です.

病気やケガまたはその検査のため入院したとき

Ajへ
院 維)付金  (付添介護、差額ベッド費用、入院諸費用、入院一時金)

他人にケガをさせたり、他人のものを壊 して法律上の賠償責任を負つたとき

B個人賠償責任保険金 (限度額1億円)

ケガをしたとき

G死亡・後遺障害・入院・通院0手術の各種保険金

病気で死亡したとき

D葬祭費用保険金

全 国 知 的 障 害 児 者 生 活 サ ポ ー ト協 会

埼玉県知的障害児者生活サポート協会′
こ力1入者の皆様ヘ

本書裏面の補償内容 (概要)および別紙の重要事Il説明言にま こ契約にあたつての重要な事項 (「契約概要J「注意喚起情報」)わ惰]載されていますので 必すこ―読ください
特に「保険金をお支払いてきない主な場合J等 皆様にとって不利益な情報力垢已載さltた部分につきましては その内容について必すこ確認ください.

(知的障害者等福祉団体傷害保険特約、地震・噴火・津波危険補償特約セット)

AIUの普通傷害保険
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病気やケガで入院したときの補償

被保険者 (保険の対象となる方)が病気やケガまたはその検査により、補償期間中に開始した
入院が3日 を超えた場合に、次の保険金をお支払いします。

① 付 添 介 護 f果険 金 傭 害疾病付添介護保険金)

笙rtま
を
1日 に つ き 8,000円 喘 償期間中30日限度 )

② 差 額 ベ ッ ド費 用 傷 割 論 却 調 室躍 響 調 保n輸)

生楊指
H｀力̀lHにつき 3,000円 lln償期間中30曰 限度)

(傷害 疾 病 入 院譜 費 用 保 険金 )

1,000円 哺 償期間中30日限度)

③入院諸費用 当おJ度に中途で加入された場合 病気による入院については こ加入日(捕

lll開 始日)より30日を経過した日の翌日以降に開始した入院がお支払いの
対象とlJります
入院一時金 ま付添介肇保障金 差額ベッド費用 入院諸費用のいすれかの
保険金をお支払いする対象の日数が30曰に達するまでの入院を お支払い
の対象とします
入院一時金の単独でのこ請求はできません.

ケガの場合は ケガによる入院保険金 (CC)と重複してお支払いします
地震 噴火 津波によるケガは CCのみのお支払いとなります。

入院1日につき

④ 入 院

―
口

寺 金 暢 害 疾 病 入 院
一

時 9

1入院につき5,000円

他人に損害を与えたときの補償
|

日常生活中に偶然な事故により他人にケガをさせたり、他人の物に損害
を与えて法律上の賠償責任を負つた場合に保険金をお支払いします。

対人・対物 眩野蒔儒肇懃髯:0

被保険者が補償期間中に病気に
より死亡し、補償期間中または

補償期間の終了日から60日以
内に葬儀が行われた場合に、親
族の方が実際に負担された葬祭
費用をお支払いします。

10万円限度

他人への損害賠償

1事故 1億円限度 (自 己負担額なし)

ケガをしたときの補償
|

被保険者が偶然の事故により補償期間中にケガを被っ
た場合に、次の保険金をお支払いします。

0ケガによる死亡α亡保険金) 10万円
事故の日からその日を含めて18o日以内にそのケガがもとで死亡された場合 ご契約いただいた保険
金額の全 lllを お支払いします。

②ケガによる後遺障害鮨誹害保険斜3千～10万円
譜開当i毬轟税嬌古岬盤型孟λ蜜Iも

とで外畔害崚●,場合眸妃度

10ケガによる入院は院保険金■日3,000円
(180日 限度 )

事故の日からその日を合めて180日 以内にそのケ
",も

とで人院
=よ

り平骨の事務や生活●全くできなくな,た
場合ま1日 につきご契綺の保険全日額をョ故の日からその日を含めて180日 を限度としてお支lrいします.

0ケガによる運院(通院保険金)1日 2,000円
(90日 限 度 )

事故の日からその日で合めて130日以内け のケカがうとで医師の治療壺 けた場合は通疏(往診を合む,日 ,に
対し1日 につきご契約の保険金日続を事故の日からその日を合めて180日以内の91日 ,限度としてお支払いします.

0ケガによる手術12万円、6万円、3万円
入院保険全をお支払いする場合で 事故の日からその日を含めて100日以内に そのケカの治,の
ために所定の手術を受けたときま入院保le‐金日競に所定の手術の種類に応して定めた倍

=(40倍20借 千0信

"乗
じた額をお支払いします.■故につき1回の手術に限ります

急激l_の ない自傷行わは補償の対象となつません
でんかん性の発作に直接起因するケガは補償の対象となりません
地震 噴火またはこれらによる津波によるケガも補償します

への損害は賠償の対象とまなつません
てんかん性の発作に直接起国する場合
は捕償の対象となつません.

施設職員が業務中に施設利用者からl●害
を受けた場合は 通常政r■労災保険の適
用となります

グ

9、

病気で死亡したときの補償



知的障害児者または自閉症児者

2011年 4月 1日 から2012年4月 1日午後4時までの1年間

加入依頼書にこ記入 こ捺印の上、卜 2枚目を事務局へお送りください。(3枚目はお客さま控です)

掛金は口座振替となりますので加入依頼書の金融機関llFlも こ記入 こ捺EDく ださい。

掛 金… 17,000円 (保険料 14,810円 )

【口座振替日5月 12日 (金融機関が休日の場合は翌営業日)l

締切 日…3月 18日
次ヽ年度以眸 口庄振督によつ自動的に継続されますので手続き ま不要です 〔イL続加入の口座振替曰:毎年5月 ]2日 (金月蜂 間が休日の婦合は翌営業曰)]

力日入依頼書にこ記入 こ捺印の上、事務局へお送りください。
(次年度以降、掛金は口座振替となりますので、加入依頼書の
金融機関欄もこ記入 こ捺印ください。)詳 しくま事務局まで
お問い合せください。

掛 金…右の掛金表にてこうE認ください。

締切日…毎月20日
加入日 締切日の翌月の 1日

(注 )当制度に中途で力]入された場合 病気による入院給付金については こll入 日
(補1員開始日)よりその日を含めて30日 を経過した日の翌日以降に開始した
入院がお支払いの対象となります
力]入 日が3月 ]日 の設定はありません.

10月 ]曰 8370円 ( 7]90円 )

5月 1曰

6月 ]曰

7月 ]日

8月 1曰

9月 ]曰

]1月 l曰

]2月 1曰

]2540円 (]0750円 )

]]]40円 ( 9550円 )

9740円 ( 83フ 0円 )

6080円 ( 5980円 )

5560円 ( 4フ 80円 )

1月 1曰 4190円 ( 3600円 )

2800円 { 2400円 )

2010年 11月 1曰 現在

*荘1金によ制度運営豊か含まl■ます
*上記の保険料は加入者 10000人 以上の場合です
力[入者数よ補償期間開始曰時点での人・ ●にrJつます

当制度は団体契約のため、最終カロ入者が確定後、カロ入者証は加入依頼者 (1果護者)の方宛てにお届
けします。カロ入者証が届くまでの間、当バンフレットとカロ入依頼書 (お客さま控)を契約控としてお持
ちください。

保護者 (加入依頼者)の生所
お名前を必すこ記入ください

こ本人 (|●保険者)の あ名前
性号1生年月日 所属を必,こ
富:入ください

3枚目をお害きまtとし1枚目
211目をこ提出ください

● □人情報の取nt'こ っぃて

:受保候会社は このこ契約に関する[
人にヨこ以下の目的なこのた●●に利用し

まJ 各種保険斗 ,のお:受け こ継

「Fi持 肯
=景

資金

`ど
のお支払い ′間違

会社 提●・ 会社を含む
=[商

Lやサービ

スのこ実■ F■ ■契liの ll青管理 /
Ⅲ■業3に関する情ヨ提供 運営音理

商品 サーヒスの充実など

:1梱
=つ

いてはAU保 険会社ホームベージ

(■ tt,II¨ⅢⅢ ,o●● ●|'に 掲載の,ラ
ン,Iシ_ボリウーをこ覧ください

■ ,000円

普段お取3のある金冨崚 関名
および支店名 預金種目 口厘
薔号をこ記入ください帖 吾
号は記入不要です )

金融機関お届けの名事を正確
に鶴

=入
ください

金融機関お眉印を忘 l■ すに
2か所こ標印ください

き段お取3の あるゆうちょ銀

行の遅帳記号 通帳晉号をこ

記入ください 嚇 帳吾号 ま有

からつめてこ記入く|_き tヽ )

ゆうちよ銀行お居けの名義を

正確にこ記入く|.さい

ゆうちよ銀行お届印を忘llす

にこ掃印ください

掛金 (保 険料 )

]5320円 (13140円 )|
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受付時間 1午前9時～午後5時 (土 日 祝日 年末年始を除く)

事務局 埼玉県知的障害児者生活サポート協会 o日入依頼言等送付先)

〒1300063 埼玉県さいたま市消和区高砂2]53 母子福祉会館内 TEL:048-824‐ 9881 FAX:048-824‐9881
担当代理店

株式会社ジェイアイシー

〒]600553 東京吉:新 宿区西新宿 1262 新宿野オ寸ビル86階  TEL:03-5321‐ 3373 FAX:03-5321-4774
号受保槙会社
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